
第 1 ５ 回  川崎・都市景観フォーラム 
平成２０年１０月３日（金）参 加 費 ： 無 料 

川崎市産業振興会館 ９階 第３研修室 

開 場 ： １ ３ 時 ０ ０ 分   開 演 ： １ ３ 時 ３ ０ 分 

主 催  川 崎 都 市 景 観 協 議 会 ／ 川 崎 市 

後 援  川 崎 商 工 会 議 所  （ 社 ） 神 奈 川 県 建 築 士 事 務 所 協 会 川 崎 支 部 

（ 社 ） 川 崎 建 設 業 協 会  （ 社 ） か な が わ デ ザ イ ン 機 構 

     プ  ロ  グ  ラ  ム  
１ ３ ： ３ ０ ～ １ ３ ： ４ ５   主催者挨拶：菅昌徹朗 川 崎 都 市 景 観 協 議 会 会 長  

    １ ３ ： ４ ５ ～ １ ５ ： １ ５   基調講演 
「産業観光都市の魅力とまちづくり」 

杉本 洋文    建 築 家  東 海 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授  

（ 株 ） 計 画 ・ 環 境 建 築  代 表 

１ ５ ： １ ５ ～ １ ５ ： ３ ０  休憩 
１ ５ ： ３ ０ ～ １ ６ ： １ ５   事例発表 

「小中学生との協同作業によるトンネルアート制作」 

社 団 法 人  川 崎 塗 装 工 業 会  理 事  今 村  文 治  
１ ６ ： １ ５ ～ １ ６ ： ３ ０   講評    

１ ６ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ３ ５   閉会挨拶 （ プ ロ グ ラ ム は 変 更 す る 場 合 が あ り ま す ）  
 

建 築 家  杉本 洋文（ す ぎ も と  ひ ろ ふ み ）  

   プ ロ フ ィ ー ル  

・ １ ９ ５ ２ 年 （ 昭 和 ２ ７ 年 ）  神 奈 川 県 生 ま れ  

・ １ ９ ７ ６ 年  東 海 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了 

・ 東 京 大 学 非 常 勤 講 師 （‘ 08 ～ ） 

・ 南 足 柄 市 都 市 計 画 審 議 会 会 長 、 秦 野 市 都 市 計 画 審 議 会 会 長 （‘ 07 ～ ）  

・ 平 塚 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 座 長 （‘ 0 ６ ～ ）   他 公 職 多 数    

・ 平 城 遷 都 １ ３ ０ ０ 年 記 念 事 業  会 場 整 備 プ ロ デ ュ ー サ ー （‘ 0 ６ ～ ） 

  ・ 第 ３ 回 木 の 建 築 賞 優 秀 賞  路 の 駅 「 み か も 」 （‘ 0 ７ ） 

  ・ 日 本 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞  塩 原 温 泉 「 湯 っ 歩 の 里 」 （‘ 0 ７ ） 

  ・ 第 １ 回 木 質 建 築 空 間 デ ザ イ ン コ ン ペ 優 秀 賞 

「 高 尾 ・ 森 林 ふ れ あ い 館 」 （‘ ０ ４ ）     

・ 日 本 政 策 学 会 計 画 賞  「 小 田 原 千 年 蔵 構 想 」 （‘ 03 ） 他 受 賞 暦 多 数 

・ 文 化 観 光 交 流 都 市 を 目 指 し て  Ｅ Ａ Ｓ Ｔ  Ｔ Ｉ Ｍ Ｅ Ｓ （‘ ０ ５ ）  

・ 「 木 造 建 築 の 魅 力 と 可 能 性 」 （ 株 ） 新 建 築 社 （‘ 0 ７ ） 

・ 「 マ チ と モ リ を つ な ぐ 」 （ 株 ） 新 建 築 社 （‘ 0 ７ ）  他 著 書 、 出 筆 多 数 
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（ 社 ） 川 崎 塗 装 工 業 会   

  （ 社 ） 川 崎 塗 装 工 業 会 は 建 築 関 係 等 の 塗 装 工 事 に 携 わ る 市 内 の 施 工 業 者 で 構 成  

さ れ た 団 体 で 、 ５ ８ 社 が 加 盟 し て い る 。 市 営 住 宅 や 養 護 施 設 の ボ ラ ン テ ィ ア 塗 装  

工 事 を は じ め と し て 、 災 害 時 に は 各 社 が 所 有 し て い る 高 圧 洗 浄 機 や ト ラ ッ ク 等 を  

使 用 し て 応 急 対 策 業 務 を 行 う 協 定 を 川 崎 市 と 締 結 し て い る 。  

            川崎都市景観協議会 

川 崎 都 市 景 観 協 議 会 は 平 成 6 年 7 月 に 景 観 事 業 に 携 わ っ て い る 市 内 7 社 の 企 業 に よ り 発

足 さ れ ま し た 。 最 大 時 に は 14 社 の 会 員 規 模 と な り ま し た が 、 現 在 は 当 会 の 設 立 趣 旨 に

賛 同 し て 戴 い た １ １ 社 の 企 業 で 活 動 を し て お り ま す 。 景 観 事 業 に 関 す る 事 柄 で の 川 崎 市

行 政 と の 協 働 作 業 や 協 議 会 独 自 の 活 動 を 通 じ て 、 川 崎 市 の 都 市 景 観 事 業 に 貢 献 致 し た く

現 在 の 活 動 を 行 っ て い ま す 。 

平 成 10 年 8 月  川 崎 市 都 市 景 観 形 成 協 力 者 表 彰 

平 成 16 年 ７ 月  川 崎 市 制 80 周 年 記 念 表 彰 ・ 奨 励 賞 

            川 崎 都 市 景 観 フ ォ ー ラ ム の 歴 史 

第 1 回 H 7 年  我 が 国 の 都 市 デ ザ イ ン と 近 代 建 築 運 動  芝 浦 工 業 大 学 教 授  曽 根 幸 一 

第 2 回 H 7 年  水 と 都 市 づ く り  神 奈 川 大 学 教 授  高 橋 志 保 彦 

第 3 回 H 8 年  自 然 と 共 生 し て ゆ く 都 市 景 観 づ く り  女 子 美 術 大 学 教 授  中 嶋 猛 夫 

第 4 回 H 9 年  江 戸 の 街 と そ の 文 化  藍 川 流 家 元  藍 川  裕 

第 5 回 H 10 年  身 近 な 生 活 空 間 に お け る 街 な み づ く り  千 葉 大 学 教 授  北 原 理 雄 

第 6 回 H 11 年  街 の 活 性 化 を デ ザ イ ン す る  多 摩 大 学 教 授  望 月 照 彦 

第 7 回 H 12 年  現 代 に 生 か す 日 本 文 化 の デ ザ イ ン  多 摩 美 術 大 学 教 授  枡 野 俊 明 

第 8 回 H 13 年  音 で 考 え る 人 ・ 物 ・ 場  A&F （ 株 ） 代 表 取 締 役  福 田 哲 夫 

第 9 回 H 14 年  世 界 の 街 な み Day & Night  東 京 学 芸 大 学 名 誉 教 授  伊 藤 清 忠 

中 島 照 明 デ ザ イ ン 研 究 所 代 表 取 締 役  中 島 龍 興 

第 10 回 H 15 年  古 代 ・ 川 崎 の 都 市 景 観  考 古 学 者  戸 田 哲 也 

第 11 回 H 16 年  環 境 デ ザ イ ナ ー 、 風 土 に 学 ぶ  東 北 芸 術 工 科 大 学 助 教 授  広 瀬 俊 介 

第 12 回 H 17 年  景 観 法 創 設 と こ れ か ら の 景 観 形 成 の あ り 方 

        建 築 家 ／ （ 株 ） 曽 根 幸 一 ・ 環 境 設 計 研 究 所 主 宰  曽 根 幸 一  

第 13 回 H 18 年  景 観 と 色 彩  川 崎 都 市 景 観 審 議 会 委 員 

（ 株 ） カ ラ ー プ ラ ン ニ ン グ セ ン タ ー  取 締 役  田 邉  学 

第 14 回 H 19 年  ま ち の 景 観 と 活 性 化 の た め の 照 明 デ ザ イ ン  川 崎 都 市 景 観 審 議 会 委 員 

                                  （ 株 ） 近 田 玲 子 デ ザ イ ン 事 務 所  代 表  近 田 玲 子 

会員企業・団体 

・ Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル （ 株 ） ・ 日 本 鋳 造 （ 株 ） ・ 相 武 興 産 （ 株 ） 

・ （ 社 ） 川 崎 塗 装 工 業 会  ・ マ テ ラ ス 青 梅 工 業 （ 株 ） ・ （ 株 ） MARUWA  SHOMEI  

・ 三 協 立 山 ア ル ミ （ 株 ） ・ 太 平 洋 プ レ コ ン 工 業 （ 株 ） ・ （ 株 ） ユ ニ オ ン 

・ （ 株 ） 東 邦 建 材 ・ （ 株 ） ア ー テ ッ ク 


